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　絵の具を使った造形あそびのひとつにステン
シルがあります。ステンシルとは、広義に孔版
画の総称であり、型紙を切り抜き、その穴の部
分から絵の具やインクを刷り込み転写する技法
です。他の版画形式（凸版、凹版、平版）とは
違い、ステンシル（孔版）は型紙の模様がその
まま転写されるため、原画は左右逆になること
はありません。素材に直接型紙を当て、絵の具
やインクを乗せるという手法をとるため、紙や
布などいろいろなものに印刷ができます。型染
の着物や、シルクスクリーン印刷にもこのステ
ンシルという技法が使われています。
　幼児の造形あそびにおいても、ステンシルは
よく行われています。模様の繰り返しが簡単に
表現できること、タンポやスポンジなどで絵の
具をポンポンしながら刷り込ませるという行為
自体の楽しさ、偶然できる形や色の重なりの美
しさなど、多くの発見と感動があります。また
型紙を幼児自身が作ることによって、自分の思
いやイメージを形として表すこともできます。
このように、ステンシルは版画技法の中でも比
較的自由に展開できるあそびであり、ぜひ保育
現場でも日常的に取り入れてもらいたいと思い
ます。
　では、さっそくステンシルあそびをしてみま
しょう。用意するものは、型紙（画用紙）、は
さみ、カッターナイフ、絵の具、タンポ（スポ
ンジ）、スタンプ台、印刷するもの（画用紙や
布など）、新聞紙です。まずは型紙に好きな模
様を描いて切り抜きます。切り抜いた形と、切
り抜かれた形、両方が版になります。はさみや
カッターナイフを使うのが難しい年齢の場合
は、保育者が準備します。タンポで色をつける
ため、なるべく複雑でない模様にしましょう。
画用紙など印刷するものの上に型紙を置き、タ
ンポで着色します。ここでタンポに色をつけす
ぎてしまうと、きれいに版の形が写らないので、
新聞紙などでちょうどいい濃さになるまで試し
ましょう。いろいろな形の型紙を組み合わせて
表現を楽しんだり、タンポで絵の具の濃淡やグ
ラデーションなどを工夫したりするなど、子ど
もたちは思い思いに活動を楽しみます。
　写真は令和２年11月に東広島市立美術館で
行った親子参加型ワークショップ「ミロのカタ
チと色」でのものです。ミロ作品の特徴である
モチーフの形や大胆な色使いから得た自由な発
想で作品を制作しました。子どもたちは自作の
版も使いながら、それぞれに素敵な作品を作っ
ていました。
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